
FOMA設定書
（本部管理）

こちらの設定書ではフード関連の設定方法をまとめた物になります。

マスターメニュー配信以外の項目については,本部管理画面と店舗管理画面で設定方
法が同じため、当本部管理設定書をご参照ください。

店舗限定の設定項目に関しましては、別途店舗管理資料をご参照ください。
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フードマスターではメニューの新規登録が可能です。

この画面で登録できるのは単品メニューのみで、セットメニューとコンボメニューは別項目
での登録になります。
①～④の項目の設定は別ページにてご紹介いたします。
①フードジャンルマスター登録
②オプションマスター登録
③トッピングマスター登録
④表示時間マスター登録

フードマスター登録
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各種説明に関して

各種登録時に商品の説明文を添えることができます。
説明文はフードオーダー画面の商品写真の下に出ます。
説明文に文字数上限はございませんが文字数により枠をはみ出してしまう場
合がございます。

登録後に表示確認される場合、フードMENU設定の
プレビューよりご確認いただけます。
枠を出てしまった場合再度編集も可能です。



フードジャンルマスターの設定によってフードオーダー画面の赤〇の部分の項目の追
加、項目内容の変更、表示順の設定変更を行うことが可能です。

1 フードジャンル登録



新規登録を押すとフードジャンルの登録画面が出てきます。

ジャンル名、バナーサイズを選択しジャンル名テキスト表示の有無を選択し登録を押します。

バーナーサイズとジャンル名テキストは、オーダー画面のトップに表示されるバーナーに
関する項目で、画像及びジャンル名の表示の有無の選択が可能です。
※画像は推奨サイズでない場合正常に表示されません。

バナー画像推奨サイズ
①：220×150px ②：450×150px ③：680×150px ④(横長)：910×150px

④：450×310px ⑥：680×310px ⑧：910×310px



検索欄にジャンル名を入力せず検索ボタンを押すことで、登録されているジャ
ンルをすべて表示することができます。
ジャンル名をドラックし上下の順番を変更し、下の表示順決定を押すことで、
オーダー画面の順番を変更することが可能です。
セット用ジャンルは、セットメニューとコンボメニューを表示する場所になり
ます。
セット用ジャンルは1種類のみチェックを入れ登録します。2種類以上登録する
ことはできません。

順番を入れ替え
表示順決定を押す
とフードオーダー
の表示順が変更さ
れます。
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オプションマスターではメニューにつけることが可能なオプションの設定が可能です。
オプションを設定することで注文時に画像のようなオプション選択画面が
出てくるようになります。
登録したオプションにつきましては、各フードマスターで設定が可能になります。
※オプションはフードマスター設定時にオプションを
選択しないと注文できない設定が可能です。
例）チーズポテト、明太子ポテト 等

オプションマスター登録

トッピングマスター登録3

トッピングマスターではメニューの選択時に出てくるトッピングの登録が可能です。
オプションとは別の登録になります、
そのためフードマスターでの必須選択設定はできません。
登録したトッピングにつきましては、
各フードマスターで設定が可能になります。
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表示時間帯マスターではモーニングやランチなどの
時間限定商品の表示時間を設定するための登録画面になります。

セットメニューとコンボメニュー

セットメニューとコンボメニューの各設定方法になります。
セットメニューとコンボメニューは同じジャンルに表示されます
が登録方法が異なります。

表示時間帯マスター登録

フードセット管理



■セットメニュー/コンボメニュー共通

フードセットとフードコンボで、注文時に必要な商品の選択数になります。
設定した種類の商品の選択が必須になります。

フードセット管理などの一部登録画面では選択対象商品を行います。
選択対象商品を設定することで、セットメニューに表示する商品を選択します。

必須フード選択数に関して

選択対象商品に関して



■セットメニュー

セットメニューについて

セットメニューは必須選択フード数によって決められた商品数を選択してご注文いただ
けます。
必須選択フード数にて決められた数のグループを作りグループごとに決められた商品を
一つずつ選んで組合わせに関係なく設定された商品になります。

セットメニューは基本設定終了後に商品のグループ組み合わせを行います。
必須選択フード数を3に選択した場合3つのグループを選択します。
注文時には各グループから1品づつ選択いたします。
※セットメニューは同じグループ同士の組み合わせはできません。



セットメニューは必須フード選択数が3の場合、Aから1種 Bから1種 Cから1種
といった組み合わせを行います。
組み合わせ内容に関係なく価格は販売価格に設定した1090円になります。

セットメニュー例



コンボメニューについて

この場合、①と②を選択（ AとB BとC など）

以下の場合 AとBとC の3種を設定

①②

■コンボメニュー

フードコンボ管理では、数種の「商品価格群」を設定し、「商品価格群」を組み合
わせて、コンボにすることができます。
コンボメニューは、必須選択フード数ではなく商品価格群種によって決められた商
品数を選択してご注文いただけます。
コンボメニューでは商品価格群種にて決められた数のグループを作り、組み合わせ
により割引が自動で行われます。
※コンボメニューは、同じグループ同士の組み合わせが可能です。
コンボメニューはセットメニューと違い選択された商品の合計金額からの割引に

なります。

コンボメニューもセットメニューと同様、商品のグループ分けを行いま
す。
コンボメニューは商品価格群種の数によりグループが増えます。
商品価格群種を3種に選択した場合3つのグループに分けられます。

対象商品選択(コンボメニュー)



商品を選択

選択された組み合わせに応じてあらかじめ設定された金額の値引きが自
動で行われます。
※セットメニューとの違いは、同じ商品群から商品を選択することが可
能です。
以上でコンボメニューの設定は終了です。

A-Aを選択

割引価格

B-Cを選択

スプラッシュページは注文画面を立ち上げた際に一番最初に現れるページです。
画像をクリックすることで対象ジャンルの注文画面まで行くことが可能です、登録の際
に設定したスプラッシュページの設定は次にご説明する、フードMENU設定のほうで設
定が可能です。

コンボメニュー例

スプラッシュページ管理

商品価格群種は、下記の例のように商品の価格ごとに分けたグループの
事を指します。

例：商品価格群3種の場合
490円のメニューをAグループ
590円のメニューをBグループ
690円のメニューをCグループ

商品価格群種について



フードMENU設定とMENU配信

まずフードMENU設定にて、配信する商品とスプラッシュを選択し下にある設定ボタンを押
します。配信するメニューはA~Eの5グループで設定可能です。

配信する商品を選ぶ際に青枠のチェック欄にチェックを入れ下にある設定を押すと、
チェックを入れた商品が商品欄の上に移動します。

間違えて配信対象を選んでしまった場合は、チェックを外し設定を押す事で
解除可能です。

グループは店舗管理画面の「MENU適用カレンダー」にて使用いたします。

※配信商品の選択と設定はごとにお願いいたします。複数のグループを同時に設定するこ
とはできません。設定には最低1品の選択が必須です。

店舗管理での設定はここまでとなります。



こちらの画面ではフードMENU設定で設定した商品の配信を行います。

配信するメニューのグループにフードMENU設定で設定した商品があって
いる事を確認しましたら配信設定を行います。

送信先MENUで店舗ごとにどのグループのメニューを配信するかの設定を
します。

送信先MENUの設定が終わったら配信対象の店舗にチェックを入れます。

全ての設定が完了したらMENU送信を押すと送信が完了します。



店舗情報確認

本部管理画面の店舗管理より各店舗の登録情報を確認することができます。
緑枠の店舗名と住所の欄を空白の状態で検索をかける事で、登録されている全ての店舗を表示す
ることができます。
各店舗の詳細情報を確認する際は青枠内の編集を押します。
黒枠のログインを押すことで各店舗管理画面へ移動することができます。



緑枠内は店舗管理画面にログインする際のID及びパスワードになります。

青枠内に各店舗の店舗名、住所、電話番号を入力いたします。

赤枠内は時間による入館規制の設定になります。
入館規制設定では対象年齢、入館可能時間の設定を行います。設定は最大2つまで
行う事が可能です。
例：赤枠内の入館年齢管理【1】
対象年齢：17歳以下
入館可能時間：4時～22時
入館禁止時間：22時01分～3時59分
上記の設定になります。



レシート印刷設定

18

各席からのフードオーダーを受けた際にレシートを
印字するタイミングを設定いたします。
本部管理の店舗管理にて店舗ごと編集から設定を行う事が出来ます。
現在の各店舗の設定状況については青枠の欄にて確認することができます。
印刷タイミングのを変更する際は編集より店舗ごとに変更を行う事が出来ます。


